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１．背景 
 近年，近紫外 LEDを用いた白色 LEDの開発が盛んに行われている[1]。このような中，当研究者

らは近紫外励起用青色蛍光体(Sr1-x, Bax)Al2Si3O4N4:Eu2+を開発した。この酸窒化物蛍光体は広帯域

な青色発光を示し，Sr/Ba 比によって発光色が調整可能であるため[2]，上述のような白色 LED 応
用に適していると考えられる。しかし，組成中の Sr比率が 50%以上となると発光効率が著しく低
下することが問題である。そこで，そのような発光効率低下の改善を目的として，原因究明のた

め様々な解析を実施している。今回，それらの結果および考察についての報告を行う。 
２．実験方法 
 原料(SrCO3, BaCO3, α-Al2O3, α-Si3N4, Eu2O3)を所定の混合比にて混合し，ガス圧焼成炉を用いて
1400~1700°C/4hr, 0.03MPa(N2)の条件にて合成した。合成物を乳鉢・乳棒等を用いて粉砕し，目的
の粉末試料を得た。これらの試料について，蛍光寿命測定・低温時における発光特性などの評価

を行った。 
３．実験結果 
 図１に、発光ピーク波長 370nmの紫外 LEDで励起させて測定した SrAl2Si3O4N4:Eu2+(IQE:62%)
と BaAl2Si3O4N4:Eu2+(IQE:92%)の発光減衰曲線
を示す。図で示されるように，SrAl2Si3O4N4:Eu2+

と BaAl2Si3O4N4:Eu2+では，極短時間領域におい

て発光強度の減衰に差が見られた。Sr と Ba の
元素比率を変えた(Sr1-x, Bax)Al2Si3O4N4:Eu2+で

は，x = 0.25以上では結晶構造の対称性が高く
なることに応じて内部量子効率・温度特性が向

上することを示したが[2]， SrAl2Si3O4N4:Eu2+に

おいて無輻射緩和による発光強度の減衰が大き

いことがわかった。これより，欠陥等に由来す

る無輻射緩和過程の存在が示唆される。発表当

日は，極低温時における発光特性，熱ルミネッ

センス測定の結果を交えながら，結晶構造と結

晶欠陥や発光効率の関係について詳細に議論を

行う予定である。 
 
[1] H. Daicho et al., Nature communications, 
ncomms2138. 
[2] 吉松 他，第 61 回春季応用物理学会学術講
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Fig.1 Fluorescent decay curve of 
(Sr, Ba)Al2Si3O4N4:Eu2+ phosphors excited 
by UV-LED with peaking at 370 nm. 
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